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被爆者健診の受診率に関する影響因子

梯 正之 瀬尾 明彦

水流 聡子 吉永 文隆

　広島市における被爆者健診の受診率を性・年齢階級・行政区別に求め，多重ロジスティックモデルにより

分析した。また，各区の社会指標と受診率との関連を検討した。

　被爆者健診の受診率について，性・年齢階級・行政区は次のような影響を持っていた。性別については，

生産年齢で男より女の方が受診率が高くなっていた。年齢の差では，40-44歳階級で特に高かったほかは70

歳前後をピークとする一山型のパターンを示した。行政区の相違では，市の中心部より，周辺部で高い傾向

がみられた。区の影響を，各区のさまざまな社会指標との関連で検討すると，特に外来医療と負の相関にあ

り，健診と医療がトレードオフの関係にあることが示唆された。また，選挙の投票率との相関が高かった。

これらの結果を従来の知見とも比較し検討した。
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